
 

 

 

生徒アンケート結果（全学年）　　　　（％）
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質問

質問

令和７年度　７月実施 

2

授業では，解決しようとする課題について，「なぜだろう」，「やってみた
い」と思います。

6

授業では，課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいま
す。

質問

7

学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか」， 「学習の方法で
うまくいったことや失敗したことなどの理由」　などを考えています。

質問

9

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かし
たりしています。

質問

10

授業では，友だちと話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広げたりし
ています。

質問

11

七尾中学校の授業では、生徒が主役となっています。

質問

14

自分には，よいところがあります。

質問

15

自分のよさは，まわりの人から認められていると思います。

質問

29

ICT機器の画像や動画等を活用することで、学習内容がよくわかります

質問

30

ICT機器を活用することで、友だちと考えを共有したり、くらべたりしやすく
なります。
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令和７年度７月 学校評価アンケート（生徒対象） 結果 

 「学習の振り返りをするときには、 『どこまで分かったか』『学習の方法でうまくいったことや失敗したことなどの理由』など

を考えている」「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりしている」という項目の肯定的

評価が昨年度に比べていずれも５ポイント伸びています。 今年度、各教科で「生徒が主役の授業」づくりに取り組んでいる

成果だと考えられます。 

 一方で「ICT機器を活用することで、友達と考えを共有したり、比べたりしやすくなる」という項目の肯定的評価が昨年度

に比べて１ポイント下がっています。新たに導入された「ミライシード」等のツールを活用しながら、引き続き他者参照の場を

設けられるよう、学校全体で授業改善に取り組んで参ります。 


